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[1] 空でない集合 X に対し，B ⊂ X, B ̸= ∅, B ̸= X となる B を取る．F =

{∅, B,Bc, X} とおけばこれは有限加法族である．m(B) = m(∅) = 0, m(Bc) =

m(X) = ∞ とおくと，これは F 上の有限加法的測度である．この m から授業の
ように作った外測度 Γはどのようなものか，また Γ-可測集合はどのようなものか，具
体的に記述せよ．

[2] RからRへの Lebesgue 可測関数 f(x) で，すべての点で不連続であるものの例
を一つあげよ．

[3] f を Rn 上の複素数値 Lebesgue 可積分関数とする．任意の ε > 0 に対し N > 0

が存在して，
∣∣∣∣∫

{|x|>N}
f(x) dx

∣∣∣∣ < ε となることを示せ．

[4] 以下の等式を示せ．

lim
t→0

∫ ∞

0

sin tx

t
(ex − 1)−1 dx =

∞∑
n=1

1

n2
.

[5]自然数の集合の上に適当な測度を入れることにより，無限級数の理論は Lebesgue

積分の理論の特別な場合とみなすことができる．これによって，Fatou の補題を無限
級数の場合に適用したらどのようなステートメントになるか，書け．


